
経営基盤強化

業務プロセスの大胆な見直しを起点に、人間が行う必要のない作業は徹底的に機械に任せる「自働化」を推進しています。設計要件、
製造要件、適用法規、過去の失敗事例、そしてベテラン技術者の知恵をデータ化し、生成AIを積極的に活用することで、高精度な
設計を支援しています。これにより、品質と原価の両立を図った製品設計を実現し、やり直しによるロスを抑制することで開発工数
を圧縮します。同時に設計者に対しモノづくりの現場を実際に体感してもらい製造側からの視点も植え付けています。限られた開発
リソースを、より付加価値の高い創造的なプロセスへと振り分けることで、開発全体の生産性と競争力の向上をめざしています。

設計プロセス改革担当
執行役員

野上 敏哉

サプライチェーン改革

取引先さまとともに描く成長戦略設計プロセス改革

当社の開発は、製品の複雑化、開発スピードの加速、そして人財の世代交代が進むという大きな転換期を迎えています。こうした
環境下では、ベテラン技術者のもつ知見を形式知として蓄積し、デジタル技術と掛け合わせることが、今後の競争力を強化する
うえで重要な鍵となります。
現状の設計現場では、設計資料の検索に時間がかかることや、デザインレビュー（以下、DR）が属人的で全社知見の織り込みが
難しいこと、モノづくり現場を知らない経験の浅い設計者が失敗を繰り返しやり直しが減らないことなど、技術継承のしくみ
が整っていないことに起因する課題が散見されます。
そこで当社は、トヨタ生産方式（TPS）の思想を基にモノと情報の流れをいったん整理し、長年の慣習で聖域化されてきた業務
プロセスを大胆に見直すことで、デジタル活用の前提となる基盤を整えています。そこにデジタル技術を載せることで、設計情報
を後工程にリアルタイムで反映できる環境や、生成AIを駆使して若手設計者への支援を行い、過去の知見を即座に反映できる
しくみの構築を進めています。まずは小規模な範囲から試行を重ね、従来の設計変更を伴う開発スタイルから脱却し、やり直し
なく量産品質をつくり込む開発文化への進化をめざしていきます。

技術継承と開発革新への挑戦

調達機能には、企業成長を支える戦略的サプライチェーン構築の担い手へと進化が求められています。市場や事業環境が大きく変化
する今こそ、取引先さまとの関係強化が必要です。信頼関係を深めながらサプライチェーンの安定性と柔軟性を高め、中長期的な競争力
の強化を図っていきます。
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モビリティ領域も新領域も、
大切なのは取引先さまとのコラボレーション
人と技術をつなぐ戦略的サプライチェーンを構築します

従来の塗装ブースと比較し
て、省スペースかつインフラ
整備費用の低減を実現した
塗装ブースを開発しました。
取引先さまにおける塗装
設備の低コスト導入が可能
となります。

車載部品の開発・製造で培ったコア技術や高品質な
モノづくりを応用し、ゲーミングギア市場に新たな
価値を提供します。
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DX推進により業務プロセスの課題を解決

業務プロセスを大幅に低減

従来の業務プロセス（イメージ）

業務プロセスの
大胆な見直し 自働化 生成AI デジタルツール

新しい業務プロセス（イメージ）
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TRV2030中期経営計画

• 将来にわたって生産を補完いただくサプライチェーン
の構築

• 当社にない技術をもつ取引先さまとの戦略的な協業

• 相互研鑽に基づく強固な連携をし、ともに生き抜くために競争力ある
生産技術を共有

• 当社の技術ポートフェリオにない領域のスペシャリストとシーズ・
ニーズをすり合わせ、新素材・新加飾・新電子デバイスを競合に先ん
じて車載実装し、強みを持ち寄り、成長戦略を実現

モビリティ領域

• 取引先さまとともに新領域に挑戦

• 取引先さまのネットワークと開発資源を活かした次世代成長コアの
開拓

• SE活動を通じ、新たな市場で求められるスペック・UXを取引先さまと
ともに実現

新領域・新事業

事例 2 コンパクト塗装ブース

事例 3 ZENAIMキーボード

汎用モジュールの組み合わせにより、生産量変動に応じて柔軟にラインを構成する
ことができます。これにより設備稼働率の向上や、生産スペースの有効活用が
図れます。
今後は、取引先さまでの利用拡大も視野に入れ、サプライチェーン全体での競争力
強化につなげていきます。

事例 1 フレキシブル汎用モジュールライン　　

Purpose/Vision（社員への浸透とエンゲージメント向上）・
人財確保・人財育成・環境・DE&I・ガバナンス
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